
ル イ ス ・キ ャ ロル協 会 の 成 立 と歴 史 に つ いて

笠 井 勝 子

はじめに

19世紀後半にイギリスの大学で数学講師を

し,論 理学の本を書 き,な ぞなぞやパズルゲ

ームを考案 し,ノ ンセンス ということば遊びを

自由にし,子 どもたちに宛ててユニークな手

紙 を数多 く送 り,人 物写真家の5指 に数えら

れたチャールズ ・ラトゥィッジ ・ドジスンは,

ルイス ・キャロルの筆名で 『不思議の国のア

リス』(1865),『鏡の国のア リス』(1872),『ス

ナー ク狩 り』(1876),『シルヴィー とブルー ノ』

(1889),『 シルヴ ィー とブルー ノ完結 編』

(1893)等 の物語を世に送 った。学生 を教 える

ことをあまり得意 とはしなかったものの1855

年から26年 間数学講師の職にあり,教 授社交

室主任 として,う るさい程几帳面に仕事に目

を行 き渡 らせた。当時聖職者は立ち入らなか

った劇場 に足を運び,芝 居を見 るだけに止 ま

らず,楽 屋を訪ねて女優や子役 らと交流 し,

その頃流行のラファエル前派の絵を好んで,

画家たちの親交を得,そ の仕事場へ 自由に出

入 りして絵画や彫刻の写真 を撮 った。こども

に語 り聞かせた物語を手書 きの本に作れば,

自分 なりの挿し絵を描 き込み,列 車の旅には,

車中出会 うこどものために,パ ズルやゲーム

や尽 きないお話の泉が用意してあった。

ルイス ・キャロルに備わっているさまざま

な特質に,多 様な人々が関心を寄せた。その

中には,言 語研究者もコレクター も,天 文学

者 も食文化研究者 も,こ どももおとなも入っ

ている。彼らに一つの地軸を与え,研 究成果

の分か ち合 いを可能 としたロン ドンのルイ

ス ・キ ャ ロル 協 会 につ い て,そ の 成 立 と貢 献

を た どっ て み た い。

ル イ ス ・キ ャ ロル 協 会(ロ ン ドン)

ル イ ス ・キ ャ ロ ル協 会 設 立 の提 案 は,エ リ

ス ・ヒル マ ンか ら出 た 。 彼 は 当 時 の ロ ン ドン

市 議 会 議 員 で あ っ た。 ロ ン ドン 市 議 会(the

GreaterLondonCoucil)と は,1986年 に,

時 の サ ッ チ ャ ー 首相 に 廃 止 さ れ る ま で,ロ ン

ドンの 地 方 行 政 を担 っ て い た と こ ろ で あ る。

この議 会 の所 在 地 ロ ン ドン 市庁 舎 は,ウ ェ ス

ト ミン ス タ ー ブ リ ッジ の そ ば で,テ ム ズ川 を

望 む とこ ろ に あ り,国 会 議 事 堂 は テ ム ズの 川

向 か い に あ っ た。 当時,ア ン ・ク ラー ク は ロ

ン ドン 市p会 に勤 め て,仕 事 柄,ヒ ル マ ン 氏

の 選 挙 区住 民 の 住 宅 問題 の 記 録 を作 成 す る手

伝 い を した こ とが あ った 。 そ の 頃,英 文 学 に

関 す る 自分 の 草 稿 を ヒル マ ン 氏 に 見 せ て,そ

れ が縁 で 彼 は ア ン ・ク ラー ク を文 学 に造 詣 が

深 い と考 え る よ うに な っ て い た 。 そ こ で ヒル

マ ン 氏 は ア ン に ル イ ス ・キ ャ ロル 協 会 の名 誉

幹 事 に な っ て 第一 回の 会 合 を 開 い て み な い か,

と も ちか け た。 初 め は 断 っ て い た ア ン も,他

に人 が 見 つ か らな い こ とか ら,と にか く開催

ま で務 め て,他 の 人 に 代 わ っ て も らお う とい

うこ とに な っ た。

こ う して,1969年5月,ロ ン ドン市 庁 舎 で

第1回 目の会 合 が 開 か れ た 。 参 加 者 の 大 半 は

ロ ン ドン 市 議 会 で働 くス タ ッ フ で あ っ たが,

ル イ ス ・キ ャ ロ ル の大 甥 で 彼 の 遺 著 の 管 理 者

で もあ る フ ィ リ ップ ・ドジス ン ・ジ ェ イ クス

が 親 族 を代 表 して 出 席 し た。 氏 は今 日に い た

一83一



るまで協会にとってよき協力者である。講演

は,ギ ルフォー ドの(博 物館分室)資 料室室

長のE.ダ ンス博士が「ルイス・キャロル とギル

フォー ドの関係」について行い,好 評であっ

た。ギルフォー ドの資料室には主としてフィ

リップ ・ドジスン ・ジェイクスや キャロルの

親族から寄託されたキャロル関係の一次的資

料が揃い研究に役立っている。

第一回総会で採択された協会の目的は,現

在の会則の中に盛 り込まれている。特徴 ある

会則の中でも,第 五条入会の初年度に収める

会費につ いての規定は,キ ャロル協会 らしく,

合理的である。すなわち,毎 年10月1日 に年

会費 を納入すること。但 し,1月1日 ～3月

31日,4月1日 ～6月30日,7月1日 ～9月

30日 の問に入会 した者は,そ れぞれ年会費の

四分の三,二 分 の一,四 分の一 を収めればよ

い,と 。総会 は少なくとも,年 三回開かれる。

協会の役員会が一致 して,不 適切 と判断した

会員は総会において除名 される。但 し,次 回

の総会に控訴する権利が認められている(第

六条)。これもキャロル的厳密さとユーモアで

ある。

第一回総会でヒルマン氏が会長に選出され

た。彼は現在 もその任にある。アンの同僚の

ティム ・レナー ド氏が委員長に選ばれた。 し

か し幹事を引き受ける人がいないため,当 分

の間アン ・クラー クが実務処理 を引 き受ける

ことになった。

協会の活動は,ル イス ・キャロルを実,.に

知る人び とが現存 していること,ま た彼 らが

高齢で少数になってきている事実 を知ったア

ン ・クラークの熱意に負うところが大きい。

アンは,彼 らの思い出す ことを収集し,ル イ

ス ・キャロル とアリス ・リデルについての背

景資料 を調査 した。その成果が,彼 女の二つ

の著作 『ルイス ・キャロル』 と 『リアル ・ア

リス』 となって結実 している。

協会が単にルイス ・キャロルの愛好者の会

に止 ま って い て は,そ の 活 動 に 限 界 が あ る と

判 断 し たア ン は,エ リス ・ヒル マ ン に研 究 誌

の 発 行 を提 案 し,ヒ ル マ ン は誌 名 を 「ジ ャ バ

ウ ォ ッ キー 」 と命 名 して,発 足 の年 の 秋 の総

会 に 向 け て 発 行 の準 備 を進 め た。

「ジ ャバ ウ ォ ッ キー 」は1969年10月 の 第2回

総 会 を機 に 創 刊 号 を出 し,今 日 まで約70号 を

出 して い る。

ル イス ・キ ャ ロ ル協 会 発 足 の ニ ュ ー ス は新

聞,ラ ジ オ で 紹 介 され,総 会 当 日の 朝,ア ン ・

ク ラ ー クは ラ ジ オ番 組 「ピー ト ・マ レ イ の オ

ー プ ンハ ウ ス」 に 出 演 し
,協 会 に 関 し て の紹

介 を行 って い る。 番 組 で は 引 き続 い て,ビ ュ

ー テ ィフ ル ・スー プ ス(『不 思 議 の 国 の ア リス 』

の 中 のパ ロデ ィ詩 に 由 来 す る)と い う ポ ップ

グル ー プ が最 新 作 を披 露 した が,そ の 曲名 も

「ジ ャ バ ウ ォ ッキー 」(ジ ャバ ウ ォ ッ クは
,『鏡

の 国 の ア リス 』 の 中 に あ る,ア ン グ ロ ・サ ク

ソ ン詩 に な ぞ ら え た,裏 返 しの 鏡 文 字 に よ る

書 出 の詩 に 続 く,叙 事 詩 の 中 に 出 て くる怪 獣

の 名 前 で あ る)。 こ の放 送 が 縁 で,ミ ッ ドラ ン

ドの 開業 医 セ ル ィ ン ・グ ッ ドエ イ カー が 協会

の メ ンバ ー に加 わ り,以 来 彼 は 協 会 の 主 力 メ

ン バ ー とな っ た 。

グ ッ ドエ イ カ ー は11才 の 時 か ら キ ャ ロル 関

係 の もの を集 め始 め,英 国 で は 個 人 で最 大 の

コ レ ク シ ョン を所 有 し て い る,と い わ れ る。

1989年 に 彼 の語 っ た とこ ろ で は 『不 思 議 の 国

の ア リス』 につ い て は千 五 百 以 上 の 版 を所 有

して い る,と い う。 しか もそ の 数 は 年 毎 に増

加 す る。 彼 は協 会 の 委 員 長 を務 め,1976年 に

は,ア ン ・クラー クの 後 を継 い で ジ ャバ ウ ォ

ッキ ー の 編 集 に あ た って い る。

会 の 発 足 当初,ア ン ・ク ラー クは ル イ ス ・

キ ャ ロル に つ い て書 物 を 出版 した 人 々 へ 手 紙

を送 り,協 会 に 多 くの 学 者,研 究 者 が 集 まっ

て く る き っか け を作 った 。 そ の 中 に は キ ャ ロ

ル の 日記 の 編 纂 者 の ロ ジ ャ ー ・ラ ン ス リー

ン ・グ リー ン,手 紙 の編 者 で あ り,キ ャ ロル
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に つ い て 貴 重 な研 究 書 を出 した伝 記 作 者 の モ

ー トン ・コー エ ン,デ ィ レ ッ ク ・ハ ドス ン,

ア レ グザ ン ダ ー ・テ イ ラー,フ ロ ー レ ン ス ・

ベ ッ カー ・レ ノ ン な どが い る。 協 会 の 定 例 会

に お い て 彼 ら はデ い くつ か の 講 演 を行 な つ て

い る。 会 員 数 につ い て は,増 減 が 見 ら れ る も

の の,ほ ぼ250～300名 で,会 員 た ちの 会 合 は

や が て 月 例 会 と な り(夏 期 休 暇 の 時 期 を 除

き),ま た 通 常 は 年 に1度 キ ャ ロル に ゆ か りの

地 へ 行 き研 修 会 を開 催 して い る。

ロ ン グ リー ト

さ ら に キ ャ ロ ル展 開催 の 動 きが 出 て くる。

第 一 回 は バ ー ス侯 爵 の館 ロ ン グ リー トで 行 わ

れ た 。 こ こ は,ラ イ オ ン や トラ な どの 野 性 動

物 園 と して も知 られ,侯 爵 は キ ャ ロ ル や ア リ

ス ・リデ ル の手 紙 と書 物 の コ レ ク シ ョ ン の所

有 者 で も あ る。 この 展 覧 会 の主 た るオ ー ガ ナ

イザ ー は 協 会 員 デ ニ ス ・ク ラ ッチ,メ ア リ ・

クラ ッチ 夫 妻 を中 心 に し た 開催 の た め の協 会

運 営 委 員 会 で あ った 。 展 覧 会 は,1973年4月

2日 か ら9月30日 ま で6カ 月 間 続 い た。 展 示

され た 本 の 中 に は,キ ャ ロ ル が 回 収 を指 示 し

た1865年 版 の 『不 思Gの 国 の ア リス』 や,キ

ャ ロル の 直筆 の 手 紙,写 真,ド ジ ス ン家 の こ

ど も た ち が 遊 ん だ玩 具 な どが 見 られ た。 こ ど

も た ち に と って の呼 び物 は,特 製 の ア リス物

語 の 登 場 人 物 で,そ の 中 に は 長 さが30フ ィー

トの 赤 い 目玉 を した怪 獣 ジ ャバ ウ ォ ッ クが,

天 井 か らぶ ら下 が っ て,飛 行 をす る風 情 で 回

転 して い た し,馬 に 乗 っ た等 身大 の 白の 騎 士

もい た 。 この 展 覧 会 を機 に,協 会 の メ ンバ ー

は研 究 論 文 集,Mr.Dodgson」NineLewis

CarrollStudiesを 出 版 した。 冒頭 に は フ ィ リ

ップ ・ ドジ ス ン ・ジ ェ イ クス が,ド ジ ス ン 家

の 家 系 を17世 紀 の ジ ョン ・ドジス ン(1643年

生 れ)か ら今 日 まで10世 代 に亙 って 辿 り,そ

の 家 系 図 を載 せ て 解 説 して い る。 こ の系 図 の

中 で,キ ャ ロ ル は ジ ョン ・ドジ ス ンか ら数 え

て,6世 代 目 に な る。 キ ャ ロ ル の 没 年 に 『ル

イ ス ・キ ャ ロ ル の生 涯 と手 紙 』 を 出版 した ス

テ ユ ウ ォー ト ・ ドジ ス ン ・コ リン グ ウ ッ ドは

キ ャ ロル の 妹 の メア リ ・シ ャmッ トとチ ャ

ー ル ズ ・コ リン グ ゥ ッ ドの 間 に生 れ た長 男 で

キ ャ ロル に は甥 に あ た る。 系 図 の 著 者 フ ィ リ

ップ ・ ドジ ス ン ・ジ ェ イ クス は,キ ャ ロル の

弟 で牧 師 の ス ケ フ ィ ン トン ・ヒュ ー ム ・ ドジ

ス ンの 長 女 エ イ ミー とジ ョン ・ジ ェ イ ク スの

長 男 で,キ ャ ロル は 彼 に と って母 方 の 大 伯 父

に な る。 こ の論 文 集 に は,他 にア ン ・ク ラー

クの 『ア リス の 三 つ の顔 』,ト ニ ー ・ビー ル の

『数 学 者
,ド ジ ス ン』,グ レ ァ ム ・オ ー ヴ ェ ン

ダ ン の 『C.L.ド ジス ン 写 真 家 と画 家 』,デ

ニ ス ・ク ラ ッチ の 『不 思 議 の 国 の 言 語 学 者 』,

イー ヴ ァ ・デ イ ヴ ィ ス の 『聖 職 者,ド ジ ス ン

師』 な どが あ り,こ れ らの テー マ をみ て も協

会 員 の 関 心 が 多方 面 に亙 っ て い る こ とが わ か

る。

展 覧 会 は ロ ン グ リー トに続 い て,シ ェ フ ィ

ー ル ド
,ロ ン ドン,そ れ か ら,キ ャ ロ ル が ク

リス マ ス休 暇 に滞 在 し て,亡 くな っ た オ ー ル

バ ニ ー 公 爵 の子 供 た ち ア リス とチ ャー ル ズ に

物 語 を聞 か せ た ソー ル ズベ リ卿 の 館 ハ ッ トフ

ィー ル ドで 開催 され た。

1973年 に は,会 報 「バ ン ダ ー スナ ッチ 」 の

発 行 が 始 まっ た 。 こ の会 報 は 会 員 の た め の 情

報 提 供 が 中心 で,ル イ ス ・キ ャ ロ ル とア リス

に 関 す る研 究会 の 報 告 や 研 究 書 の 紹 介,会 員

の 動 向 と世 界 各 地 の催 しな ど,さ ま ざ ま で特

に,新 聞,雑 誌,そ の他 マ ス コ ミが使 うキ ャ

ロ ル の こ とば 遊 び の パ ロデ ィー 紹 介 に 注 目す

る。 また,協 会 で は折 に ふ れ て 出 版 物 を刊 行

して きた が,現 在 は独 自の 出版 部 門 を もち,

協 会 の 認 め た キ ャ ロル 関 係 著 作 の 出版 を行 っ

て い る。

「詩 人 た ち の 場 所 」

ル イ ス ・キ ャ ロ ル の生 誕150年 に は,オ ク ス
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フ ォ ー ドの ク ラ イ ス ト ・チ ャ ー チ の 会 堂

(GreatHall)に お い て 記 念 祝 賀 会 が催 され

た。 こ の 日の ため に ホ ー ル に は,キ ャ ロル の

死 後 にハ ー コマ ー が 描 い た 肖像 画 が,特 に 移

され て きて,参 列 者 の 仲 間 入 りを して い た 。

食事 の の ち 一 同 は,か つ て ル イ ス ・キ ャ ロル

が使 用 して い た 部 屋 へ 移 りそ こ で,研 究会 が

開 か れ た。 ア ン ・クラ ー クが こ の時 の 講 演 を

行 って い る。 そ の 部 屋 は 現 在 は コ モ ン ・ル ー

ム と して 使 用 され て い る。

ル イ ス ・キ ャ ロル の 記 念 碑 を ウ ェ ス ト ミン

ス ター 寺 院 の 「詩 人 た ちの場 所 」 に入 れ る こ

とは,協 会 の長 年 の 夢 で あ った 。 寺 院 の責 任

者,聖 堂 参 事 会 長 と参 事 会 に 対 す る粘 り強 い

交 渉 の結 果,1982年 に 許 可 を得 る こ とが で き

た。生 誕150周 年 の 記 念 の 年 で あ る。こ の名 誉

な場 所 に 入 る特 権 を与 え るの は,ウ ェ ス ト ミ

ン ス ター 寺 院 の総 長,エ ドワー ド ・カー ペ ン

ター 尊 師 で あ る。 許 可 を下 す 前 提 と し て参 事

会 が 求 め る条 件 が 二 つ あ る。一 つ は,「 詩 人 た

ちの 場 所 」 にふ さ わ し い とい う人 々 の 合 意 が

広 く得 られ る こ と,い ま一 つ は,記 念 碑 を作

成 し寺 院 の床 に敷 き込 む の に伴 う必要 な費 用

の 調 達 が で き る こ とで あ る。 特 に後 者 に つ い

て は 年 々 そ の 費 用 が 上 り,ざ っ と三 千 ポ ン ド

が 必 要 に な る。 ロ ン ドンの 協 会 の呼 び掛 け で

寄 付 金 に協 力 し た人 々 の 中に は,桂 冠 詩 人 ジ

ョン ・ベ ッチ マ ン,ポ ップ ・ア ー チ ス トの ピ

ー タ ー ・ブ レイ ク
,キ ャ ロル の 日記 の編 者 ロ

ジ ャ ー ・ラ ン ス リン ・グ リー ンが 入 っ て い る。

また,北 米 の ル イ ス ・キ ャ ロル 協 会 の協 力 も

大 きい 。 記 念 式 に は,北 米 協 会 か らデ ィ ヴ ィ

ッ ド ・シ ェ ィ フ ァー 夫 妻 が 出 席 した。 シ ェ ィ

フ ァー 氏 は 元NASAで 人 工 衛 星 打 上 げ に 関

わ っ て い た。 現 在 は ジ ョー ジ ・メ イ ス ン大 学

で数 学 と コ ン ピュ ー ター の 講義 を して い る。

チ ャー ル ズ ・ラ トゥ ィ ッジ ・ドジス ン の記

念 碑 除 幕 式 は,1982年12月17日 金 曜 日,ウ ェ

ス トミンスター寺院で,5時 の晩疇 に続いて

行われた。「詩人たちの場所」には,前 年3月

1日 にディラン ・トマスが一足先に入ってい

た。

式に先立ち出席者は全員晩疇に臨んだ。晩

疇 には,ウ ェス トミンスター(ロ ン ドン市内

の自治区)の 市長が,寺 院の総長ならびに参

事会員に出迎えられて,特 別席へ着席した。

そこには ドジスン家の親族や,昔,キ ャロル

が学んだ リッチモン ド校の校長 も座 っていた。

また,少 し遅れて,記 念石に飾 り文字を描い

て彫 り込んだ書家 で彫刻家のジェイユー ア

ン ・リーズも芸術家特有のいでたち,セ ータ

ーにサンダル履きの姿で加わった
。

晩濤の第一朗読は,旧 約のマラキ書3:3

-18で ,キ ャロルの故郷であるダーズバ リの

教会 の牧師,ス タンリー ・ベケッ ト師が読み

上げた。第2朗 読は新約のピリピ人への手紙

か ら3:1-16を,キ ャロルが亡 くなった町

ギルフォー ドの教会の牧師ブライアン ・テイ

ラー師が読んだ。ついで説教はヘイ ・オン ・

ワイの牧師でブレカン大聖堂の名誉参事また

ルイス ・キャロル教会会員のイーヴァ ・デイ

ヴィスがおこなった。

晩濤が終わると,除 幕式のために参列者は

南の翼廊にある 「詩人たちの場所」へ移動 し

た。床の記念石は,ウ ェス トミンスター寺院

の紋章の旗で覆ってあった。その紋章は,赤,

青,金 色で描かれたチューダー家のバ ラと豹,

百合,さ らに足のない紋章用の5羽 の鳥が十

字架 を囲んでいる図柄である。

ブライアン ・シブリーが 『不思議の国のア

リス』の最後の一節を朗読 した。それに続い

て,ル イス ・キャロルの大甥のフィリップ ・

ドジスン ・ジェイクスが紋章の覆いを除 くと,

記念石が現われた。原石は,モ ス ・リグと呼

ぶ緑がかった石で,カ ンブリアのスレー ト採

石場の地下深 くから採掘された。石 には彫刻

家の リーズ氏がデザインした文字が白く三重

:・



の 円 を 描 い て 彫 っ て あ る。 中 央 部 はCharles

LutwidgeDodgson1832-98の 文 字 が 横 書 き

で,全 体 と して 円 の 中 に 納 ま っ て お り,そ の

外 側 をLEWISCARROLLと 大 文 字 で ぐる り

と丸 く取 り囲 ん で,一 番 外 は,上 の半 円 にStu-

dentofChristChurchOxfordBuriedat

Guildfordの 文 字 を配 し,下 の半 円 に は,キ ャ

ロ ル の 作 品 「シル ヴ ィー とブ ル ー ノー 」 の 巻

頭 詩 の 第 一 行 か ら,IsallourLife,then,but

adream?を 配 して 刻 ん で あ る。 そ の 記 念 碑

に,P.D.ジ ェ イ クス の2人 の 孫 娘,ホ リー ・ル

ー ク と ク シー ・ルー クの 幼 い姉 妹 が小 さ な花

束 を置 い た 。 続 い て 北 米 協 会 の会 長 と幹 事 を

務 め るデ ィ ヴ ィ ッ ド ・シ ェー フ ァー 夫 妻 が 花

輪 を捧 げ た。 そ こで,協 会 の82年 度 の 委 員 長

で あ る ロ ン ドン博 物 館 員 リン ジ ー ・フ ル チ ャ

ー 女 史 は
,協 会 を代 表 して つ ぎの よ うな献 呈

の こ とば を述 べ た 。"MayIaskyou,Mr.

Deantotakeintoyoursafekeeping,on

behalfoftheDeanandChapterofWest-

minster,thisMemorialStonewhichhas

nowbeenunveiled."

式 は ウ ェ ス ト ミン ス ター 寺 院 総 長 の祝 福 の

祈 りで終 了 し た。

Mrs.Thatcher,OfficeSnatcher

"TheBritishbranchwasstartedin1969
,

in,ofallplaces,London'sCountyHall..."

モ リー ・パ ン ター=ダ ウ ン ズ が ニ ュー ヨー カ ー

誌 の 中 に 書 い て い る と う り,イ ギ リス の ル イ

ス ・キ ャ ロ ル 協 会 は,こ と も あ ろ うに ロ ン ド

ン市 庁 舎 の 中 に,そ の事 務 局 を お い て 発 足 し

た。 市 庁 舎 で 開 か れ て い た例 会 は,1986年 の

市 議 会 の 廃 絶 と共 に,そ の 拠 点 を奪 わ れ た。

保 守 派 で 通 し た キ ャ ロル の 名 の下 に 集 ま っ た

人 々 の協 会 事 務 局 が,非 情 な 改革 者 サ ッチ ャ

ー 女 史 の 号 令 の下
,巷 に放 り出 され て し まっ

た の で あ る。 現 在 は ロ ン ドン大 学 の バ ー ベ ッ

ク コ レ ッ ジ で 月例 会 を 開 い て い るが,連 絡 先

は,そ の年度の役員の自宅になった。キャp

ルが知れば,ど んな痛烈なパ ンフレットを書

いて,彼 女を非難 したことであろうか。

国 際 会 議 の 開 催

ロ ン ドン の協 会 は,1989年 に初 の 国 際 会 議

を開催 した。 当 時 の 委 員 長 は マ ー ク ・リチ ャ

ー ズ で
,幹 事 は キ ャサ リン ・リチ ャ ー ズ博 士,

元 委 員 長 で数 学 と論 理 学 の教 師 エ ドワー ド ・

ウ ェ イ ク リン グが 加 わ って 組 織 運 営 をお こ

な っ た。 大 会 は 宿 泊 つ き で,オ ク ス フ ォー ド

の クラ イ ス ト ・チ ャ ー チ で 開 か れ,国 外 か ら

は,日 本,ア メ リカ,カ ナ ダ,オ ー ス トラ リ

ア,ス イス か らの参 加 が あ っ た 。
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